
（学年）第２学年，（教科・科目）数学・数学Ⅱ 一斉学習

（単元）三角関数

（本時のねらい）

及び のグラフを 軸方向に平行移動したグラフの周期及び値域について理解させ，

そのグラフがかけるようにする。

（ＩＣＴ活用方法）

三角関数の平行移動を説明，考察する際に，ワークシートに点をプロットして確認していたものを，

今回はグラフ描画ソフトを用いて投影し，平行移動の様子を動的に表示することで，正確なグラフを

かくための手立てとした。

（本時の展開）

時間 学 習 活 動 指導事項
ＩＣＴ活用方法

備考

（具体の評価規準）

導入 ○本時の学習内 ・前時の復習を通して， 前時の内容をGRAPE

(5分) 容について理解 GRAPESについて理解さ Sを用いてホワイト

する。 せるとともに，本時の ボードに表示し，

内容に見通しをもたせ 理解を促す。

る。

展開 ○課題について ・ のグラフを ・グラフから関数の

（40分） 考察する。 軸方向に平行移動した 式を考察できている。

ものであることに気付 (関心・意欲・態度)

かせる。 (数学的な見方や考え

方)

・必要に応じて2次関数

の 例 を 説 明 し ，

の形であるこ

とに気付かせる。

○グループで話 ・間違っていてもよい ・グループでまと ・積極的に話し合い

し合いをし，GRA ので自分の考えを説明 めた答えをGRAPES に参加し,答えを導こ

PESで正否を確認 するように促す。 に入力させて，考 うとしている。

する。 察した結果を確認 (関心・意欲・態度)

・正解したグループに させる。

は違う形がないか考え

させる。

○練習13を解く。 ・関数からグラフの概 ・関数の周期と値域

形を読み取り，必要な を理解し，正しいグ

点をプロットするよう ラフがかけている。

に促す。 (数学的な技能)

(知識・理解)

y=sinh h

y=f h-a

y=sinh y=cosh h



・練習13の(1)，(2)が

同じグラフであること

を補足し，理解を深め

させる。

まとめ ○本時のまとめ ・ 軸方向に平行移動

（5分） を聞く。 したグラフについて再

度確認をする。

・ の

グ ラ フ が

の

グラフと同じになるこ

とを説明し，理解を深

めさせる。

課題の考察の様子 発表の様子

（生徒の反応と課題）

グループでの活動やＩＣＴを活用することで普段とは違う視点で三角関数のグラフの見方を受け入

れることができたようである。しかしながら，『個人でさまざまな三角関数のグラフをかくことがで

きるようになる』という点まではまだ到達できていない印象を受けた。今後は，現状のＩＣＴ環境で，

個人レベルでグラフ描画ソフトを使用し三角関数のグラフの概形を確認できるような仕組み作りを考

える必要があると感じた。

h

y= sin h -a

y=sin h-a +2np


